
親の家の遺品整理から、私の断捨離はスター
トした。

　母が他界し、すべてを母に任せきりの父は、貯金
通帳のありかさえ分からない。手持ちのお金はわず
かしかないと心配する父にかわり、金庫のカギを探
すことからはじめ、各種手続き、葬儀、墓探しとひ
と段落ついた半年後、父は母のもとへ旅立った。
　築年数のたった実家を手放すことにしたものの、
それからが地獄の始まりだった。「もったいない」「い
つか使える時が」としまい込まれた衣類や食器、お
客様用布団類、母が仕事に使用していたコンパスや
定規の果てまで、押し入れ、納戸といたるところに
物があふれている。
　業者に頼んで整理をすればよいのだが、父が母の
タンス預金が見つけられないと言っていたことから、
一つずつ確認しながらの作業を余儀なくされた。加
えて、可燃・不燃・粗大ごみの仕分けが困難さを増
す。思い出にひたる暇などなく、1階、２階と作業
を進めなくては引っ越しに間に合わない。数カ月間
にわたって整理した結果、廃棄物はなんと大型トラッ
ク2台分にもなった。
　この経験から、私
たち夫婦亡きあと娘
たちにこんな思いを
させたくないと断捨
離を開始した。以前
から不要なものはで
きる限り廃棄してい
たが、何かの時に使
うかもしれないもの
を捨てることにした。
普段使いしないセッ
トの食器類を皮切り
に、靴は下駄箱に入
る数量に限定し、新

たに購入すると下駄箱から一足を廃棄することにし
て収納スペースにあわせた。服は、２、３年着用し
ないものは未使用でも始末するなど、家中の物の数
量を減らした。
　それでも、毎年服や日用品は増えていく。夫はな
んでも取っておきたい人なので、書類は積み上がり、
定年後体形が変化し着用できなくなったスーツなど
がクローゼットに満杯だ。
　一方、断捨離癖が進んだせいか、必要なものま
で捨ててしまう弊害が生じた。最たるものは、衣替
えの時にクリーニングに出す衣類を２袋にまとめた
のだが、なんとそのうちの１袋をごみに出してしまっ
た。翌年、冬用衣類がない！！　本当に困ってしまった。
どうしてこんなことになったのか思い出せないが、
部屋に鎮座した袋が不用品にみえたのだろうか。
　近頃では、物がなくなると私が疑われるが、自分
自身でも捨ててしまったかもとわが身を疑う始末。
何事も行き過ぎはいけない。夫は、いつか自分も
断捨離されてしまうのではと心配しているが、長年
共に歩んだ時間や思い出を捨て去るほど人

にん

非
ぴ

人
にん

でな
いと思う今日この頃である。

は え ぬ きは え ぬ き ど 真 ん 中ど 真 ん 中

真 の 断 捨 離 と は
両

イラスト：安彦麻理絵［あびこまりえ］文：山橋由貴子［やまはしゆきこ］（公社）「小さな親切」運動本部専務理事兼事務局長
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のん
ち
ゃ
ん
の
お
出
か
け
記

　

荻
窪（
東
京
都
杉
並
区
）の
住
宅
街
に
佇

む「
荻
外
荘
」は
１
９
２
７
年（
昭
和
２
）年
、

大
正
天
皇
の
待じ

い
の
か
み

医
頭
・
入
澤
達
吉
の
別
邸
と

し
て
建
て
ら
れ
、
そ
の
後
内
閣
総
理
大
臣
を

３
度
つ
と
め
た
近こ

の
え衛
文ふ
み

麿ま
ろ

が
譲
り
受
け
、
移

り
住
み
ま
し
た
。
当
時
の
荻
窪
は
農
地
が
広

が
る
の
ど
か
な
土
地
で
、
静
か
な
環
境
を
求

め
て
多
く
の
著
名
人
が
別
荘
を
構
え
て
お

り
、
天
気
の
良
い
日
に
は
、
庭
先
か
ら
富
士

山
を
望
む
こ
と
も
で
き
た
そ
う
で
す
。

　
設
計
者
は
築
地
本
願
寺
、
平
安
神
宮
な
ど

を
手
が
け
た
建
築
家
・
伊
東
忠
太
。
外
観
は

和
風
建
築
で
あ
り
な
が
ら
、
玄
関
を
入
る
と

す
ぐ
に
中
国
風
の
応
接
室
が
あ
っ
た
り
、
ガ

ラ
ス
戸
や
欄
間
、
壁
紙
、
照
明
等
に
は
東
南

ア
ジ
ア
や
イ
ス
ラ
ム
文
化
を
思
わ
せ
る
装
飾

が
あ
っ
た
り
と
、
室
内
は
様
々
な
国
の
テ
イ

ス
ト
が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

元
の
所
有
者
の
入
澤
氏
が
欧
米
の
生
活
様
式

を
好
ん
だ
こ
と
か
ら
、
当
時
の
日
本
家
屋
と

し
て
は
珍
し
く
天
井
が
高
い
う
え
、
客
間
や

食
堂
か
ら
ガ
ラ
ス
戸
を
通
し
て
広
い
庭
を
眺

め
ら
れ
る
開
放
的
な
つ
く
り
。
伊
東
氏
が
設

計
し
た
個
人
邸
宅
は
国
内
で
も
数
え
る
ほ
ど

し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
文
化
的
に
も
大
変
貴

重
な
建
物
で
す
。

　

こ
の
家
が
近
衛
文
麿
に
譲
渡
さ
れ
の
は
、

１
９
３
７（
昭
和
12
）年
、
日
中
戦
争
が
は
じ

ま
り
、
第
一
次
近
衛
内
閣
が
組
閣
さ
れ
た
年

の
こ
と
で
す
。
日
本
が
太
平
洋
戦
争
へ
と
突

き
進
む
き
っ
か
け
の
一
つ
に
な
っ
た
と
い
わ

れ
る「
荻
窪
会
談
」を
は
じ
め
、
重
要
な
会
談

が
度
々
行
わ
れ
、
荻
外
荘
は
歴
史
的
な
政
治

の
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。
終
戦
後
近
衛
氏
は
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
よ
り
戦
犯
容
疑
で
出
頭
命
令
を
受

け
、
自
室
で
自
決
。
そ
の
部
屋
も
公
開
さ
れ

て
お
り
、
こ
こ
で
ど
れ
ほ
ど
の
苦
悩
や
葛
藤

を
抱
え
過
ご
し
て
い
た
の
か
と
思
う
と
、
胸

に
迫
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
激
動
の
昭
和
時
代
を
静
か
に
見
守
っ
て
き

た
荻
外
荘
。
戦
後
、
家
屋
の
一
部
は
豊
島
区

に
移
築
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
住
民
の

要
望
を
受
け
た
杉
並
区
が
買
い
戻
し
、
10
年

を
か
け
て
復
原
・
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、

広
い
庭
で
は
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
遊
び
、

区
民
の
憩
い
の
場
に
。
き
っ
と
、
か
つ
て
の

住
人
た
ち
は
平
和
な
世
を
喜
び
、
温
か
く
見

守
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▪荻外荘 （東京都杉並区荻窪2-43-36）
電 話：03-6383-5711 (管理事務室)／開園時間：9:00〜17:00（最終入園16:30）
観 覧 料：一般 300円（小・中学生150円）／団体 250円（小・中学生100円）
休 園 日：水曜日、年末年始（12/29-1/1）※芝生広場は年末年始のみ休園
アクセス：JR中央線・総武線、東京メトロ丸ノ内線「荻窪駅」より徒歩15分
※バスなどでの行き方は、公式サイト（https://ogikubo3gardens.jp/tekigaiso/）をご確認ください。

激動の昭和を今に伝える「荻
て き

外
が い

荘
そ う

」

政治の舞台となった客間

広い庭を望む食堂からの眺め


